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徳島を中心に全国の離島や山奥の子どもたちにスポーツの楽しさや喜びを届けます！

徳島県内における巡回指導と
遠征巡回活動

離島交流活動と
オンラインサッカー教室開催

　県内の保育園・幼稚園・小学校を中心に、こども
園・学童・障がい者施設・発達支援施設などを巡回
し、サッカーをはじめとする運動教室を開催。ま
た、山間部の指導者不足地域に遠征巡回し、子ども
たちにスポーツの楽しさを伝えている。

　全校児童10人以下の小学校が抱える課題である『交
流不足』。オンラインを用いて、他地域の小学生同
士、自分たちが暮らす町の特徴や自慢などを共有。さ
らにスポーツも取り入れた交流の場を設け、地元を誇
りに想い、共に学ぶ友達づくりの輪を広げている。

オンラインサッカーの様子

岡山県笠岡諸島での合同サッカー教室

川内北学童での
サッカー教室

木屋平小・中学校へ遠征巡回活動



　阿南市を拠点に活動する「パープルシード あなん」代表・青木浩次さんは、DV（ドメスティック・バイオ
レンス）やデートDV※の防止啓発に力を注いでいます。

　青木さんがこの活動を始めたのは、2013年に阿南市で開催された「日本女性会議＜男女共同参画＞
2013あなん」で、DVをテーマとした分科会の運営を手伝ったことがきっかけでした。当時はDVに関する知
識もほとんどなかったという青木さん。しかし、被害の実態を知るうちに「DVをなくしたい」という強い思い
が芽生え、会議終了後も分科会のメンバーとともに「パープルシード あなん」として活動を続けることになり
ました。
　DVとは、殴る・蹴るといった身体的暴力だけでなく、暴言や束縛などの精神的な暴力も含まれます。多
くの加害者は、「相手が悪いから」「愛情の表現だ」などと正当化し、ときには「自分が被害者だ」と思い込ん
でいるケースも少なくありません。背景には、「男は強くあるべき」「女は我慢すべき」といったジェンダー
に基づく固定観念があります。こうした偏った価値観が対等な関係を壊し、暴力を正当化する温床となっ
ているのです。
　こうした無意識の偏見を変えていくために、青木さんが特に重視しているのが、10代などの若い世代へ
の早期教育です。「DVは大人の問題だけではありません。若者の間でも“デートDV”というかたちで起き
ています。だからこそ、学校の中で『暴力とは何か』を学ぶ機会が必要なんです」と青木さんは語ります。
　現在、青木さんたちは県内の中学校を中心に、デートDV防止や「性
的同意」などについての講演活動を継続的に行っています。講演で
は、「束縛って、なぜダメなんですか？」という生徒の質問に対し、
「それは“愛情”ではなく“支配”。対等な関係とは言えません」と丁寧に
伝えているそうです。青木さんはさらに、性暴力の被害者にも加害者
にも傍観者にもならないために、性教育は幼児期から始めるべきだと
訴えています。幼稚園や保育園で、保護者と子どもが一緒に『性のこ
と』『子どもの人権』について学ぶ機会があれば、信頼関係や自己肯定
感を育て、自分らしく生きる力を身につけることができます。
　団体名の「パープルシード」は、DV防止のシンボルカラーである“紫”
と“気づきのたね”を意味しています。暴力のない社会は、誰もが安心し
て暮らせる社会です。青木さんのまく“紫のたね”は、暴力を許さない意
識と、お互いを尊重し合う関係づくりの力を育てる、小さな希望の芽。
　その芽が地域に根を張り、人と人とのつながりの中で大きな変化
へと育っていくことを願いながら──青木さんはこれからも活動を
続けていきます。
※デートDV・・・恋人同士の間で起こる暴力のこと  （取材：川上・橋本）

 （取材：藤本・佐藤）

　──早期教育からはじまる
　　　　　　　　“気づき”のたねまき
　──早期教育からはじまる
　　　　　　　　“気づき”のたねまき
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　　スポーツ巡回ネットワーク
TEL：080-5355-2036
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HP：ht tps : / / spor t s -ne twork . jp/ HPアドレス

　黒部さんが代表を務めるNPO法人スポーツ巡回ネットワークは「スポーツ
の地域格差をなくす」という理念のもと、徳島県を中心に保育園や学校、障
がい者施設などで巡回指導を行っています。元々は外部からの委託でサッ
カー指導をしていましたが、2019年に任意団体を設立。活動の幅が広がる
中、2022年にNPO法人化しました。
　活動の原点は、全校児童６人の木屋平小学校への訪問です。「そんな少人
数の学校に行く意味があるのか」と言われながらも実際に足を運び、その様
子が新聞に取り上げられたことで大きな反響を呼びました。そのことをきっ
かけに、年間約500か所を巡回する中で、過疎地にスポーツを届ける意義を
強く感じるようになります。
　2020年にはコロナ禍に突入し、リアル指導が困難に。そこで持ち前の直感
と発想力を活かし、オンライン指導を開始。今では離島や県外の地域ともつな
がり、活動の場を広げています。印象的なエピソードとして、瀬戸内海の離島

にある全校児童１人の小学校と隣にある離島の小学校とで、合同リアルサッカー指導を開催した時のこと、校長
先生がいつもは１人で学校生活を送っている児童に「今日は何が楽しみ？」と問いかけると児童は「給食を一緒に
食べたい！」と答えたそうです。その日の交流は、１人では体験できない「当たり前の学校生活」を叶えた瞬間で
した。そこでスポーツが単なる運動だけでなく、人や地域をつなぐ力を持つことを改めて実感しました。
　黒部さんは「教育のデッドスポットとなるような廃校・統合前の小学校にこそ支援が必要だ」と訴えます。
サッカーというツールを通じて、地域の子どもたちに希望を届ける。僕たち１回の訪問で格差がなくなるとは
思っていませんが、活動や実体験を発信することで一人ひとりが「自分にできることは何か」を考えるきっかけ
になればと願っています。そしてその願いとともに、今日もグラウンドに
は子どもたちの笑顔とボールが飛び交っていることでしょう。

くろべ  まさのり
代表  黒部  雅統さん

笑顔のゴールは、どこにだってつくれる
小さな学校に大きな夢を。

その他の活動その他の活動
巡回ランバイク教室

の開催
四国の小学校に
ゴールネット寄贈

全国でオンライン教室
巡回指導をしている
団体との連携

サッカーができない未就学児を中心
にランバイクの巡回指導。足で地面
を蹴って進むことで、バランス感覚
を養い、筋力も鍛えられる。運動神
経を向上させ、楽しみながら子ども
たちの成長をサポートしている。

小学校のぼろぼろになったサッカー
ゴールネット。これまでは上級生が
卒団の際、贈呈していたが、少子化で
困難であるという相談を受け、クラ
ウドファンディングや助成金を活用
して、四国の小学校に寄贈している。

全国でオンライン教室や巡回指導を
展開している団体・個人とともにグ
ループを作ることで、活動の幅を広
げて、スポーツの地域格差をなくす
活動を共有している。

未就学児のランバイク教室

阿南市今津小学校に
サッカーゴールネットを寄贈

福島県浪江青年会議所と開催した
ランバイク教室
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シリーズ　この人から

NPO法人 あわとも　理事長　笠井　省宜
かさい よしのり

　特定非営利活動法人あわともの笠井です。
　私たちは、視覚に障がいがある人もない人も、一緒にスポーツや文化活動を楽しむ活動を
行っています。
　第２回目の今回は、ランニングやウォーキングの伴走についてご紹介します。伴走という
と、パラリンピックの映像でご覧になった方も多いと思います。お互いが１メートルほどの
紐（伴走ロープ）の両端を手で持ち二人三脚の要領で脚はこびを合わせます。そして、安全に
楽しむために伴走者は、周りの状況を声で伝えることが重要です。例えば、「右に90度曲が
ります」「ここから上り坂です」といった具体的な情報を、３～５メートル手前で事前に伝え
ます。マンホールや道路のつなぎ目など、足元が不安定になる場所も同様に声かけします。
「大変そう」と思われるかもしれませんが、回数を重ねるうちに自然と声が出るようになりま
す。伴走は、「習うより慣れろ」と言われるほどです。安全な直線道路では、周りの景色の話
や世間話で盛り上がり、一人で走るよりも楽しく感じるという伴走者も多いです。
　いかがでしたか？ご自身の健康づくりに伴走をプラスして一緒に楽しく走ったり歩いた
りしてはいかがでしょうか。
　最終回の次回は、文化活動についてご紹介します。お楽しみに。

二人でつくる新しい物語、伴走の魅力と始め方

2016年７月に視覚障がい
ランナーも在籍するマラソン
クラブ「阿波を共に走る会」を
マラソン仲間と設立。
現在のNPO法人あわともへ
つながる。現在理事長。本
業はシステムエンジニア。

松本　侯

　先日、生成ＡＩの講座を受講しました。正
直な感想は「こんなことまでできるのか！」。
キーワードさえ指示すればたちどころに文章
や資料を作成してくれます。我々人間は何を

すればいいのでしょうか．．．少し考えさせられました。
ところで、この文書の作成者や如何！？（中西）

No.72 島田さんから
　　　松本さんへ

ハートリレー お地蔵様を　　　
　　見守り繋げる

　私たちの住む町内に“昭和公園のお地
蔵さん”として親しまれている地蔵尊が
あります。
　そのお地蔵様のお世話をしている「地
蔵尊世話人会」のメンバーのお一人が松
本裕子さんです。お掃除やお賽銭の管
理、そして松本さんのご主人が幼少の
頃（70年以上前）から続いている地蔵盆
の行事を開催しています。
　以前はたくさんの子どもたちが集まっ
ていた地蔵盆も時代と共に参加者が少な
くなっています。長年続けて来た行事を

次の世代に引き継いでいけるかどうか不安になる時もあると松本
さんはおっしゃっていますが、地域の行事として根付いていくこ
とで住民同士が顔見知りになり子どもたちを見守ることが出来る
安心な町内会になるのでは、と考えているそうです。
　そして、なによりお花をたむけてくれたりお参りをしてくださる

文・島田  浩世
しま  だ　 　 ひろ  よ

たくさんの方々に支えていただけて
いることが励みになっており、活動
を続けていける原動力ですとおっ
しゃっていました。

松本  裕子 さん松本  裕子 さん
まつもとまつもと ゆうこゆうこ

◀左から
会　計 松本裕子さん　
代　表 岡田久美子さん
副代表 立花玲子さん




